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[学会賞委員会 委員長: 大澤 裕] 
 2012年度地理情報システム学会賞の募集を行います。 

 応募資格者および提出物の内容、受賞者選考・決定方法は

以下のホームページでご確認ください。 

http://www.gisa-japan.org/awards/index.html 

 自薦、他薦を問わず、たくさんのご応募をお待ちしており

ます。 

 選考結果は9月末日までに応募者各位にご連絡いたします。 

また、受賞者は、本年10月13日（土）～14日（日）に広島修

道大学にて開催される第21回研究発表大会で表彰されます。 

募集部門： 

「研究奨励部門」（本年3月末日の時点で35歳以下の者） 

「学術論文部門」 

「ソフトウェア部門」 

「教育部門」 

「著作部門」 

応募期限：2012年7月15日（日） 

提出先： 地理情報システム学会事務局 

 

 

 

■ 会費の改定について（前号記事再掲） 

[副会長・財務担当理事：浅見 泰司] 
 すでにお伝えしておりますように、賛助会員が減少してい

ることから、学会の財政状況は赤字状態が続いております。

このままの見通しでは、改善の見込みがないことから、先の

臨時総会における慎重な審議の結果、以下のように会費を改

定することとなりました。 

 学会費は口座振込することを原則とし、そのもとでの会費

を以下のように定めます。 

 正会員  現行 7,000 円→改定後 9,000 円 

 学生会員 現行 3,000 円→改定後 4,000 円 

 賛助会員 現行 50,000 円→据え置き 

なお、口座振込を選択しない正会員、学生会員に対しては、

事務局の手数料を鑑み、それぞれ 1,000 円加算した額としま

す。 

 今後も財政状況を好転させ、会員サービスを増強するため

の努力を続けていきたいと考えております。すでに各委員会

において、ニューズレターの電子化、学会におけるスクーリ

ング機能の強化などが様々な対策をご検討いただいておりま

す。学会を盛り上げていく具体的なご提案があれば、是非、

学会にお寄せいただければと思います。 

 

■ 2012 年度一般社団法人地理情報システム学会 
定時社員総会のご案内 

 社員総会で議決権を有するのは代議員の方のみですが、他

の正会員の方も出席し意見を述べていただくことができます。 

日時：2012 年 5 月 19 日（土）13：00～15：15 

場所：東京大学工学部 14 号館 713 号室（7 階） 

   東京都文京区本郷 7-3-1 

 

■ 日本地球惑星科学連合 2012 年大会のご案内 
 地理情報システム学会の加盟する日本地球惑星科学連合の

大会が、5月に開催されます。当学会が運営するセッション

は以下のとおりです。 

(1) GIS（英語） 

(2) 地理情報システム（日本語） 

 他にも地理学、地図学、測量学などを対象とした GIS と関

連が深いセッションも開催されます。 

 会期：2012 年 5 月 20 日(日)～25 日(金) 

 会場：幕張メッセ国際会議場（千葉市美浜区中瀬 2-1） 

 事前参加登録（当日登録より割安）： 

～2012 年 5 月 7日（月）17：00（予定） 

 URL：http://www.jpgu.org/meeting/index.htm 

 

■ 2012 年度学術研究発表大会のご案内 
 2012 年度地理情報システム学会研究発表大会は、10 月 13

日（土）、14 日（日）の両日、広島修道大学にて開催されま

す。発表申し込みの手続きなどの詳細は、決まり次第、メー

ルニュースや HP でご案内いたします。 

（参考：2011 年度の発表申込） 

アブストラクト提出：7月 1 日～7月 15 日正午必着 

講演論文集用原稿提出：7月 1日～8 月 31 日正午必着 
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 特別セッション(7)：                      

 震災時のオープンデータ・オープンソースによる         

                    クライシスマッピング                      

                オーガナイザー： 古橋 大地  

 

 「阪神大震災の起きた 16 年前は中学生でした。」 

 後半のパネルディスカッションで、東日本大震災において

オープンな地理空間情報を活用した各プレイヤーに活動の原

点について聞いたときの回答である。登壇いただいたほとん

どのメンバーは当時学生であり、記憶はあるけれども、特に

何か行動を起こすわけではなかったことなど、日本で GIS が

普及した一つのきっかけである阪神大震災の時と比べ、最前

線で地理空間情報や GIS を活用する世代が大きく変わってき

ている状況を改めて確認できた。冒頭ではオーガナイザーの

古橋が 2005 年の Google Maps/Earth 以降に一般へ広がった、

無料ツール、オープンソースツール(FOSS4G)を使いこなすネ

オジオグラファーの存在を指摘し、東日本大震災でオープン

ソース、オープンデータを駆使して活動した６人のプレイヤ

ーがそれぞれの活動内容を報告した。 

 sinsai.info の瀬戸は、Twitter を中心に大量に流通したシ

ョートメッセージなどのクラウドソースを位置情報と紐付け、

デマやスパムなどの情報をフィルタし、オープンストリート

マップ上に展開するクライシスマッピングについて紹介した。

OSGeo 財団日本支部の嘉山は、オープンソース GIS の総称で

ある FOSS4G ツールを利用して行われた様々な活動を紹介し、

震災直後に国土地理院から公開された空中写真画像のオルソ

補正/幾何補正ボランティアなどの実際の作業内容やその後

の活用事例を報告した。防災科学技術研究所の田口はオープ

ンソースで構成された e コミュニティプラットフォームをベ

ースに、様々な震災情報を集め整理したポータルサイト

「ALL311」や、実際に被災地で活動した内容を紹介した。産

業技術総合研究所の山本は、大規模な衛星画像配信を行なっ

ている GeoGrid システムの当時の被災状況とその後の復旧、

そして震災関連情報の配信といった経緯を報告した。国土交

通大学校の鎌田は、東日本大震災の発生当時は国土地理院に

所属し、空中写真、地形図、浸水範囲概況図などを提供。当

時の国土地理院の動きと共に、特に負荷の高かった空中写真

画像の配信については外部のホスティングサーバを導入や幾

何補正ボランティアとの連携など、今までとは大きく異なる

災害対応の舞台裏について紹介した。情報科学テクノシステ

ムの渡部は、被災地の状況把握に UAV による空撮が有効であ

り、実際に大槌町で定期的に撮影している空撮画像の分析と、

オープンライセンスによって公開することで、オープンスト

リートマップを始めとした様々な二次利用の可能性に言及し

た。 

 後半のパネルディスカッションでは、先に述べた各プレイ

ヤーの原点から、具体的に災害時の地理空間情報の活用を意

識し始めたのは、中越地震やハイチ大震災など、ここ数年で

の取り組みが影響していることや、今までの取り組みの課題

とこれからやるべきこと、特にオープンストリートマップを

はじめとした、誰でも自由に利用可能なオープンデータの品

質と量の向上と、オープンデータが得意とする情報の鮮度の

重要性について意見が一致した。 

 

 

 

 

■ GIS 資格認定協会の活動について 
[GISCA 幹事長：太田 守重] 

 GIS 上級技術者の有資格者数は、2月 29 日現在で 225 名、

教育認定件数は 27 件、そして名誉上級技術者の数は 13 名で

す。新規の認定者数は定常的に増加していますが、5年間の

有効期限が切れることに伴って、再申請を出す方の数は、未

だ不安定な状況です。該当する方で、資格の継続を希望され

る方は、できるだけ早く、申請してください。 

 さて、来年度から、新たな規約の元で申請を受け付ける、

ということは、既にご案内しました。つまり、申請者、再申

請者は、GIS 学会又は連携学会のいずれかに所属していただ

く、ということです。当初は 4月からこの方針を採ることに

しておりましたが、GISCA のホームページに不具合があった

ため、周知できていないのではないか、ということが危惧さ

れますので、運用開始は 5 月 1日から、ということに致しま

す。ご理解のうえ、ご協力のほど、お願い致します。 

 

 

 

 

■北海道支部            [橋本 雄一] 
「第 9回北海道測量技術講演会」開催報告 

 国土地理院北海道地方測量部が（社）日本測量協会北海道

支部との共催で「第 9回北海道測量技術講演会」を 2012 年 1

月 26 日(木)札幌第１合同庁舎において開催し、これを GIS 学

会北海道支部は後援しました。今回の講演会は、「北海道で想

定される巨大地震と災害時における地理空間情報の利活用に

ついて」というテーマで行われ、国土地理院参事官の小出正

則氏が開会挨拶をした後、基調講演として北海道大学地震火

山研究観測センター長の谷岡勇一郎氏が「北海道で想定され

る巨大地震と大津波」、北海道大学大学院文学研究科の橋本雄

一が「地震・津波の対策における GIS と基盤地図情報の活用 」

という講演を行いました。さらに、北海道開発局事業振興部

防災課の盛永 互氏が「北海道開発局の危機管理体制と今後

の地震・津波対策について」、国土地理院北海道地方測量部長

の永山 透氏が「東北地方太平洋沖地震における国土地理院

の対応」、国土地理院測地部測地基準課の檜山洋平氏が「東北

地方太平洋沖地震における基準点成果改定について」につい

て講演を行いました。なお，これら講演で使われた資料は国

土地理院の Web サイト（http://www.gsi.go.jp/hokkaido/ 

topics-topics.html#120126）で配信されております。当日は、

民間や官公庁などから 164 名の参加があり、巨大災害におけ

る地理空間情報の活用についての関心の高さがうかがわれま

した。本支部は、今後も様々な企画を行ってまいりますので、

会員の皆様のご支援をお願い申し上げます。 

 

 

 

【支部報告】 

【第 20 回研究発表大会 セッション報告】

【委員会報告】 
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■防災GIS分科会           [畑山満則] 
 防災 GIS 分科会では、東日本大震災支援チームを作り、継

続的に活動を行ってきました。チームの活動については、2011

年度の学術研究発表会で特別セッションを組ませていただき

ましたが、それ以外にも下記のセミナー、シンポジウムで報

告させていただきました。 

2011 年 

5 月 20 日 GIS 上級技術者会議 

6 月 2日 第 7回 GIS コミュニティフォーラム 

7 月 19 日 空間情報シンポジウム 2011（大阪会場） 

9 月 22 日 第 6回防災計画研究発表会 

9 月 27 日 CSIS-i 第 1 回公開シンポジウム「空間情報のイ

ンフラとしての深化・融合を目指して」 

11 月 21 日 第 30 回測量技術講演会－Ｇ空間社会の実現に

向けて－ 

2012 年 

1 月 19 日 ワークショップ 「災害を観る ８」 

 

 被災者受入状況調査については、9 月以降も一週間に一度

の更新を続けてきましたが震災から1年を迎えた2012年 3月

11 日をもって、学生・社会人ボランティア等の協力による集

計作業を終えることとしました。これに伴い、本活動を中心

とした支援チームの総括セミナーを 2012 年 3 月 27 日に京都

大学防災研究所にて開催しました。当日の議論内容に関して

は、学術研究発表大会で報告する予定です。 

 また、総合防災・災害リスク軽減に関する国際会議である

IDRiM 2012 Conferences（2009 年の京都開催時には地理情報

システム学会が後援）が 2012 年 9 月 7-9 日に北京師範大学で

開催されます。ご興味のある方は下記のホームページをご覧

ください。 

http://idrim2012.adrem.org.cn/home.htm 

 
 
 
 
■後援■ 第 8回 GIS コミュニティフォーラム 
主催：ESRI ジャパンユーザ会 

会期：2012 年 5 月 31 日（木）～6月 1日（金） 

会場：東京ミッドタウン 

詳しくは… http://www.esrij.com/ 

 
 
 

 

■ 2012 年度年会費納入のお願い 
 今号は、2 月末日までに口座振替用紙の返送が無い会員の

方々に、来年度分（2012 年 4 月 1 日～2013 年 3 月 31 日）年

会費の郵便振込専用用紙を同封しております。 

 納入期限は 4 月 30 日（月）ですので、お早めにお手続きく

ださい。期限に遅れますと、6 月発行のニューズレター82 号

および『GIS-理論と応用 Vol.20-No.1』の送付が停止される

ほか、ホームページの会員専用コンテンツの閲覧が出来なく

なります。 

■ 学生会員さんへ 学生証のコピー提出のお願い 
 4 月以降も学生の方は、新年度の学生証のコピーを事務局

までご提出ください。4 月 6 日（金）必着、FAX またはメール

添付でお願いします。期日までの提出が無い場合は、正会員

に移行したものとして、差額分の 5,000 円を改めて請求いた

します。 

 

■ 年会費口座振替ご利用の方へのお願い 
 来年度分（2012 年 4 月 1 日～2013 年 3 月 31 日）年会費の

口座引き落とし日は 6 月 28 日（水）です。口座残高のご確認

をお願いいたします。 

 年会費は正会員 9,000 円、学生会員 4,000 円です。 

 

■ 変更届提出のお願い 
 就職、転職、所属や自宅の場所が変わった等々の場合、速

やかに変更届をご提出ください。変更はオンラインで出来ま

す。 

http://www.gisa-japan.org/member/index.html 

（変更は HP の「入会お申込み」から、どうぞ） 

 「会費を払ったのに郵送物届かない」という事態を招く前

に、是非、提出ください。 

 

 

 

 

■ Web サイトの閉鎖と再開について 
 

 1 月に当学会のサイトがウイルス感染した恐れがあるとの

連絡を受け、一時サイトを閉鎖しておりました。 

 データバックアップとウイルス除去はすぐに済みましたが、

この機に他のセキュリティ課題についても対策を講じており

ましたため、復旧のご案内が大変遅くなってしまいました（各

支部、各分科会の一部については、再度のアップロードをお

待ち下さい）。 

 長らくご迷惑をおかけしましたことをお詫びいたします。 

 

【事務局からのお知らせ】 

【学会後援行事等のお知らせ】 

【分科会報告】 

【お詫び】 
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（2口）NTT情報開発㈱

（1口）アイエニウェア・ソリューションズ㈱，朝日航洋㈱，アジア航測㈱，いであ㈱，㈱インフォマティクス， ESRIジャパン㈱，NTT空間情報㈱，愛媛県土地家屋調査士会，

応用技術㈱，大阪土地家屋調査士会，オートデスク㈱，㈱オオバ，かごしまGIS・GPS技術研究所，㈱かんこう，関東甲信越東海GIS技術研究会，㈶岐阜県建設研究センター，

九州GIS技術研究会，協同組合くびき野地理空間情報センター，近畿中部北陸GIS技術研究会，㈱こうそく，幸陽測量設計㈱，国際航業㈱，国土情報開発㈱，

㈱古今書院，寿精版印刷㈱，GIS総合研究所，GIS総合研究所いばらき，㈱GIS関西，ジェイアール西日本コンサルタンツ㈱，㈱JPS，㈱ジオテクノ関西，㈱ジャスミンソフト，

㈱昭文社，㈱ジンテック、㈱数理システム，㈱ゼンリン，㈱谷澤総合鑑定所，玉野総合コンサルタント㈱，中四国GIS技術研究会，テクノ富貴㈱，東京ガス㈱，

東北GIS技術研究会，㈱ドーン，内外エンジニアリング㈱，長野県GIS協会，にいがたGIS協議会，日本エヌ・ユー・エス㈱，日本情報経済社会推進協会，日本スーパーマップ㈱，

㈶日本測量調査技術協会，日本土地家屋調査士会連合会，㈶日本地図センター，パシフィックコンサルタンツ㈱，㈱パスコ，東日本総合計画㈱，㈱日立製作所中央研究所，

北海道GIS技術研究会，㈱マップクエスト，㈱松本コンサルタント，三井造船システム技研㈱，㈱三菱総合研究所，三菱電機㈱，ヤフー㈱，㈶リモート･センシング技術センター

自治体会員：（1口）大阪府高槻市役所，大阪府豊中市役所，経済産業省特許庁，総務省統計局統計研修所，長野県環境保全研究所，福岡県直方市
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